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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公開番号】特開2012-136491(P2012-136491A)
【公開日】平成24年7月19日(2012.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-028
【出願番号】特願2010-291510(P2010-291510)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/196    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/167    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/196   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/19    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/167   　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/44    　　　　
   Ａ６１Ｋ   9/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月6日(2013.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記成分（ａ）～（ｆ）を配合することを特徴とするウフェナマート含有皮膚外用剤。
（ａ）ウフェナマート
（ｂ）グリチルレチン酸又はそのエステル
（ｃ）リドカイン
（ｄ）油分
（ｅ）非イオン性界面活性剤
（ｆ）水
【請求項２】
　前記非イオン性界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エス
テル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンミツロウ誘導体、ポリオ
キシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテルリン酸塩、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、レシチン誘導
体、ジメチルシロキサン・メチル（ＰＯＥ）シロキサン共重合体、ポリエーテル変性シリ
コーン、アルキルグリセリルエーテルから選択される１種又は２種以上であることを特徴
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とする請求項１記載のウフェナマート含有皮膚外用剤。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　すなわち、本発明は、下記成分（ａ）～（ｆ）を配合することを特徴とするウフェナマ
ート含有皮膚外用剤を提供するものである。
（ａ）ウフェナマート
（ｂ）グリチルレチン酸又はそのエステル
（ｃ）リドカイン
（ｄ）油
（ｅ）非イオン性界面活性剤
（ｆ）水
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　さらに、本発明は、前記非イオン性界面活性剤が、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグ
リセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂
肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンミツ
ロウ誘導体、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキ
シエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、ポリエチレングリコール脂肪酸エス
テル、レシチン誘導体、ジメチルシロキサン・メチル（ＰＯＥ）シロキサン共重合体、ポ
リエーテル変性シリコーン、アルキルグリセリルエーテルから選択される１種又は２種以
上であることを特徴とする上記のウフェナマート含有皮膚外用剤を提供するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
「（ｅ）非イオン性界面活性剤」
　本発明に用いる非イオン性界面活性は、以下に示す非イオン性界面活性剤の１種又は２
種以上がより好ましく使用される。
　例えば、ソルビタン脂肪酸エステル類（例えば、ヤシ油脂肪酸ソルビタン、モノオレイ
ン酸ソルビタン、セスキオレイン酸ソルビタン、トリオレイン酸ソルビタン等）；グリセ
リン脂肪酸エステル類（例えば、ステアリン酸グリセリル、ミリスチン酸グリセリル、イ
ソステアリン酸グリセリル、オレイン酸グリセリル等）；ポリグリセリン脂肪酸エステル
類（例えば、モノステアリン酸ポリグリセリル、モノオレイン酸ポリグリセリル、モノラ
ウリン酸ポリグリセリル、ジステアリン酸ポリグリセリル、トリステアリン酸デカグリセ
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リル、トリオレイン酸ポリグリセリル、ペンタステアリン酸デカグリセリル、ペンタオレ
イン酸デカグリセリル、ヘプタステアリン酸ポリグリセリル、デカステアリン酸ポリグリ
セリル、デカオレイン酸ポリグリセリル、縮合リシノレイン酸デカグリセリル等）；プロ
ピレングリコール脂肪酸エステル類（例えば、モノステアリン酸プロピレングリコール等
）；ＰＯＥヒマシ油類；ＰＯＥ硬化ヒマシ油類；グリセリンアルキルエーテル；ＰＯＥソ
ルビタン脂肪酸エステル類（例えば、ＰＯＥヤシ油脂肪酸ソルビタン、モノステアリン酸
ＰＯＥソルビタン、モノオレイン酸ＰＯＥソルビタン等）；ＰＯＥソルビット脂肪酸エス
テル類（例えば、モノラウリン酸ＰＯＥソルビット、テトラステアリン酸ＰＯＥソルビッ
ト等）；ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（例えば、モノステアリン酸ＰＯＥグリセリ
ル、ＰＯＥオレイン酸グリセリル、トリイソステアリン酸ＰＯＥグリセリル等）；ポリエ
チレングリコール脂肪酸エステル類（例えば、モノラウリン酸ポリエチレングリコール、
モノステアリン酸ポリエチレングリコール、モノオレイン酸ポリエチレングリコール、ジ
ステアリン酸エチレングリコール等）；ＰＯＥアルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥラウ
リルエーテル、ＰＯＥセチルエーテル、ＰＯＥオレイルエーテル、ＰＯＥステアリルエー
テル、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥ－２－オクチルドデシルエーテル、ＰＯＥコレス
タノールエーテル等）；プルロニック型類（例えば、プルロニック等）；ＰＯＥ・ＰＯＰ
－アルキルエーテル類（例えば、ＰＯＥ・ＰＯＰ－セチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ－２
－デシルテトラデシルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ－モノブチルエーテル、ＰＯＥ・ＰＯＰ
－水添ラノリン、ＰＯＥ・ＰＯＰ－グリセリンエーテル等）；テトラＰＯＥ・テトラＰＯ
Ｐ－エチレンジアミン縮合物類（例えば、テトロニック等）；ＰＯＥミツロウ誘導体類（
例えば、ＰＯＥソルビットミツロウ等）；ＰＯＥラノリン誘導体類（例えば、ＰＯＥラノ
リン、ＰＯＥラノリンアルコール等）；アルカノールアミド（例えば、ヤシ油脂肪酸ジエ
タノールアミド、ラウリン酸モノエタノールアミド、脂肪酸イソプロパノールアミド等）
；ＰＯＥステロール類（例えば、ＰＯＥフィトステロール等）；ＰＯＥ水素添加ステロー
ル類（例えば、ＰＯＥフィトスタノール等）；ＰＯＥプロピレングリコール脂肪酸エステ
ル類；ＰＯＥアルキルアミン類；ＰＯＥ脂肪酸アミド類；ショ糖脂肪酸エステル類；アル
キルエトキシジメチルアミンオキシド類；トリオレイルリン酸類；レシチン誘導体類；ジ
メチルシロキサン・メチル（ＰＯＥ）シロキサン共重合体；ステアロイル乳酸ナトリウム
；アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体；ポリエーテル変性シリコーン類；ＰＯＥ
アルキルエーテルリン酸類（例えば、ＰＯＥラウリルエーテルリン酸等）；ＰＯＥアルキ
ルエーテルリン酸塩類（例えば、ＰＯＥオレイルエーテルリン酸ナトリウム、ＰＯＥセチ
ルエーテルリン酸ナトリウム等）等が挙げられる。
　特にグリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンミツロウ誘導体、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポ
リオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン
酸塩、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、レシチン誘導体、ジメチルシロキサン・
メチル（ＰＯＥ）シロキサン共重合体、ポリエーテル変性シリコーン、アルキルグリセリ
ルエーテルから選択される１種又は２種以上の非イオン性界面活性剤は好ましい。
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